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・ 10月の英国の製造業ＰＭＩ（前月：55.5→今月：54.3）は、2014年６月以来の高水準を記録した前月

から低下したが、1992年以降の長期平均（51.5）を上回る高水準を維持した。前月の新規受注指数の

改善加速にもかかわらず、生産活動指数（60.5→56.0）にブレーキが掛かり、受注残が積み上がって

いる可能性が示唆される。新規受注指数（57.0→56.7）が前月から僅かに低下したものの、高水準を

維持したほか、雇用指数も前月から一段と改善したことと考え合わせると、先行きの製造業活動の堅

調持続が示唆されよう。ただ、7-9月期の生産活動が前期比でマイナス圏にとどまっており、ソフトデ

ータの改善は英国民投票後の過度な悲観論の修正で嵩上げされている可能性もある。 

・ 原材料価格の上昇と大幅なポンド安の進行により、投入物価指数（70.4→80.3）が一段と上昇し、

2008年央以来の歴史的な高水準を記録。産出物価指数（55.1→60.4）も2011年央以来の水準に上昇、

伝聞情報でも一部で価格転嫁の動きが始まっている。ただ、価格転嫁が追い付かず、企業の収益マー

ジンが圧迫されている。過去にこのレベルで収益マージンが圧迫された局面では、その後に企業の景

況感が急速に悪化している。ポンド安の悪影響が顕在化する危険水域に近付いている可能性がある。 

 

■英国：ＰＭＩ製造業 ■英国：ＰＭＩ製造業受注指数

■英国：ＰＭＩ製造業産出指数/最終財在庫指数 ■英国：ＰＭＩ製造業雇用指数

■英国：ＰＭＩ製造業投入/産出物価指数 ■英国：ＰＭＩ製造業と産出/投入価格ギャップ

出所：IHS Markit
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